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1．序 

緑色の高輝度の発光を示すCaGa2S4:EuにEu以外の希土類元素を共添加すると Euの長残光が観

測される 1-2)。共添加する希土類元素によってこの残光の長さが異なることから、共添加した希土

類元素が残光の発生機構に深く関わっている。これまで我々は Eu残光が 2 つの長寿命成分からな

ることや、その時定数と希土類元素のｆ電子数との依存性が、Bessiere らによって報告された CaGa2S4

中の 2 価の希土類元素の 4f準位と関連性を指摘してきた 3,4)。さらに熱ルミネッセンス測定から Eu

発光に関わるトラップ準位を見積もってきた 5)。しかし光照射方法や温度制御による問題から得

られた値にはばらつきがあり、これらの測定における再現性が問題であった。今回はこの問題を解

決し、得られた熱ルミネッセンス測定(TL)から Kitisらによって報告された近似式 6)を用いてフィ

ッティングを行い共添加希土類元素のトラップ準位の深さを見積もったので報告する。 

2. 実験結果 

Euと希土類元素 (La,Ce,Pr,Nd,Sm,Gd,Tb,Dy,Ho,Er,Tm,Yb) をそれぞれ0.5mol%ずつ共添加した

CaGa2S4を溶融法で作製し、得られた化合物の表面を平らに加工した。これらの試料を77Kまで冷

却した後、325nmの光で20分間励起した。その後、暗中でEuおよび共添加希土類元素のTLを430K

まで一定の速度（0.5、1.0、1.5K/s）で温度上昇させて測定した。トラップの深さをフィッティン

グにより求め、異なる温度上昇速度で同様の結果が得られることを確認した。続いて、このトラ

ップの深さと希土類元素のf電子数との依存性を調べた。またEuと希土類元素の発光帯でのTL曲線

は同様の振舞を示し、これらは同一の起源であると推測される。さらに本講演では、TL曲線の励

起光波長依存性を観測しトラップの起源および残光の機構を考察する。 
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